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吉
田
清
司
教
養
ゼ
ミ
に
所

属
す
る
木
村
峻
之
さ
ん
（
法

４
）
が
、
昨
年
９
月
に
千
葉

県
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表

の
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
チ
ー

ム
に
貢
献
し
た
。

　
バ
レ
ー
部
に
所
属
す
る
木

村
さ
ん
は
１
年
次
か
ら
デ
ー

タ
分
析
を
担
う
ア
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
Ｖ

リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
に
も
参

加
。
ゼ
ミ
で
も
戦
術
分
析
を

行
い
「
こ
の
４
年
間
、
デ
ー

タ
を
打
っ
て
き
た
量
で
は
だ

れ
に
も
負
け
な
い
」
と
の
自

負
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
ア
ジ
ア
選

手
権
は
入
国
で
き
る
ス
タ
ッ

フ
の
数
が
制
限
さ
れ
た
。
そ

こ
で
以
前
、
豪
州
代
表
の
コ

ー
チ
を
務
め
て
い
た
吉
田
教

授
を
通
じ
て
、
木
村
さ
ん
に

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。

　「
バ
ブ
ル
方
式
」
が
用
い

ら
れ
、
木
村
さ

ん

も

約

10
日

間
、
バ
ブ
ル
の

中
で
チ
ー
ム
と

寝
食
を
共
に
し

た
。「
短
期
留
学

し
た
よ
う
な
気

分
」
で
、
選
手

や
ス
タ
ッ
フ
と

積
極
的
に
交
流

し
、
日
常
会
話

で
苦
労
は
な
か

っ
た
が
、「
細
か

い
情
報
を
英
語

で
ど
う
伝
え
る

か
、
難
し
さ
を

実
感
し
た
」
と

振
り
返
る
。

　
ア
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
今
回
要
求
さ
れ
た
の

は
「
ス
ピ
ー
ド
」。
試
合
終

了
の
１
時
間
半
後
に
は
デ
ー

タ
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
短

期
集
中
で
数
字
に
向
き
合
っ

た
。
豪
州
代
表
だ
け
で
な

く
、
対
戦
相
手
と
な
る
ほ
か

の
チ
ー
ム
の
試
合
も
分
析
し

た
。

　「
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー

を
間
近
に
見
て
、
ま
た
、
日

本
代
表
の
ア
ナ
リ
ス
ト
と
も

交
流
で
き
、
大
い
に
勉
強
に

な
っ
た
。
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
国
際
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
の

は
す
ご
い
こ
と
だ
と
改
め
て

感
じ
た
」
と
語
る
。

　「
ア
ナ
リ
ス
ト
は
相
手
の

戦
術
を
分
析
す
る
だ
け
で
な

く
、
同
時
に
自
チ
ー
ム
の
弱

点
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
修

正
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
木
村
さ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
人
を
よ
く
見

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
力

強
く
語
っ
た
。

Ｎ
ｏ

ｍ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ

Ｎ
ｏ

　
１
カ
月
ほ
ど
前
、
４
歳
の
息
子
が
私
に

こ
う
言
っ
た
。「
〇
〇
君
が
、〝
や
め
て
〞

は
〝
や
っ
て
〞
と
い
う
こ
と
だ
よ
、
っ
て

言
っ
て
い
た
よ
」。
〇
〇
君
は
、
息
子
が

慕
っ
て
い
る
同
じ
ク
ラ
ス
の
年
長
の
男
子

で
あ
る
。
私
は
、「〝
や
め
て
〞
っ
て
人
が

言
っ
た
時
は
、〝
や
め
て
ほ
し
い
〞
と
い

う
意
味
だ
よ
。
嫌
な
こ
と
さ
れ
た
ら
〝
や

め
て
〞
と
言
う
で
し
ょ
。
そ
れ
で
や
め
て

く
れ
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
思
う
？
　
嫌
じ

ゃ
な
い
？
」
と
問
い
か
け
た
。
息
子
は
し

ば
ら
く
「
だ
っ
て
、
〇
〇
君
が
言
っ
て
い

た
も
ん
！
」
と
理
解
を
示
さ
な
い
。

　
日
本
で
「
嫌
よ
嫌
よ
も
好
き
の
う
ち
」

と
い
う
表
現
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
嫌
だ
と
は
言

っ
て
い
る
も
の
の
実
際

に
は
好
意
が
な
い
わ
け

で
な
い
と
い
う
意
味

で
、
主
に
女
性
が
男
性

か
ら
誘
わ
れ
た
時
の
心

理
を
示
す
も
の
と
一
般

的
に
は
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
英
語
で
は
、
Ｎ
ｏ

ｍ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ

Ｙ

ｅ
ｓ
で
あ
る
。

　
女
性
が
Ｎ
ｏ
と
発
し
て
も
、
Ｙ
ｅ
ｓ
と

理
解
す
る
の
が
妥
当
だ
と
言
え
る
の
だ
ろ

う
か
？
　
そ
も
そ
も
Ｎ
ｏ
と
言
わ
れ
て
い

る
の
に
、
相
手
の
Ｙ
ｅ
ｓ
と
い
う
意
思
を

ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
　

こ
こ
に
は
、
相
手
の
意
思
に
耳
を
傾
け

て
、
相
手
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
決
定
的
に

欠
け
て
い
る
。
近
年
、
先
進
諸
国
で
は
、

性
行
為
の
際
に
当
事
者
間
の
合
意
の
有
無

に
着
目
し
、
拒
否
の
意
思
が
示
さ
れ
た
場

合
の
性
行
為
は
性
犯
罪
と
す
る
法
律
の
改

正
や
解
釈
が
進
ん
で
い
る
。

　
息
子
は
、
先
日
、「
や
っ
ぱ
り
〝
や
め

て
〞
は
〝
や
め
て
〞
か
な
ぁ
〜
」
と
つ
ぶ

や
く
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
Ｎ
ｏ

ｍ
ｅ

ａ
ｎ
ｓ

Ｎ
ｏ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

相
手
の
意
思
を
尊
重
す
る
よ
う
な
人
間
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
改
め
て
思
っ
て
い

る
。（キ

ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
杉
橋
　
や
よ
い
）

就
職
だ
よ
り

　
第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
３
年
次
生
対
象
）
を
１

月
31
日
（
月
）、
２
月
１
日

（
火
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
ま
す
。
就
職
活
動
が
本

格
化
す
る
直
前
に
知
っ
て
お

き
た
い
情
報
が
満
載
で
す
。

「
ま
だ
就
活
準
備
を
し
て
い

な
い
」
と
い
う
人
は
必
ず
視

聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
研
究

セ
ミ
ナ
ー
（
学
年
不
問
）
を

２
月
２
日
（
水
）
か
ら
18
日

（
金
）
ま
で
実
施
し
ま
す
。

「
専
修
大
生
を
採
用
し
た

い
」
と
い
う
企
業
の
社
員
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
自
社
や
属

す
る
業
界
の
概
要
、
仕
事
内

容
や
面
白
さ
、
働
き
が
い
に

つ
い
て
語
り
ま
す
。
特
に
学

部
３
年
次
生
、
修
士
１
年
次

生
に
お
す
す
め
で
す
。
積
極

的
に
参
加
し
、
企
業
・
業
界

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

企
業
選
択
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
毎
年
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
き
っ
か
け
に
内
定
が
出
て

い
ま
す
。
参
加
企
業
数
は
１

７
０
社
以
上
。
詳
細
は
ｉ
ｎ

　
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

訃
　
　
報

山
﨑
勉
氏
（
や
ま
ざ
き
・
つ

と
む
）
名
誉
教
授
・
元
文
学

部
教
授

　
２
０
２
０
年
７
月
13
日
、

92
歳
で
死
去
。
１
９
６
９
年

か
ら
98
年
ま
で
在
職
。
専
門

は
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
。

奥
原
宇
氏
（
お
く
は
ら
・
た

か
し
）
元
文
学
部
教
授

　
２
０
２
１
年
12
月
30
日
、

79
歳
で
死
去
。
１
９
９
９
年

か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
在

職
。専
門
は
イ
ギ
リ
ス
文
学
。

　
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会

貢
献
な
ど
国
内
外
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
っ
た
学
生
を
表
彰
す
る

第
22
回
育
友
会
奨
励
賞
の
表

彰
式
が
12
月
11
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
個
人

９
人
と
２
団
体

（
別
表
参
照
）

に
後
藤
康
夫
育

友
会
長
か
ら
賞

状
と
奨
励
金
が

授
与
さ
れ
た
。

　
式
に
は
、
育

友
会
の
小
林
弘

和
主
任
教
授
や

役
員
、
佐
々
木

重
人
学
長
、
松

木
健
一
理
事
長

ら
が
出
席
。
受
賞
者
た
ち
に

盛
大
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　
ゴ
ル
フ
部
の
佐
伯
響
子
さ

ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
４
）
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
飛
距
離
を
競

う
「
ド
ラ
コ
ン
」
日
本
選
手

権
の
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
ウ
ィ

メ
ン
ズ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
で
優

勝
し
、
２
年
連
続
で
の
奨
励

賞
受
賞
と
な
っ
た
。「
前
回
の

表
彰
式
で
『
次
は
日
本
一

を
』
と
宣
言
し
た
と
お
り
に

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
厳
し
い
道
の
り

だ
っ
た
が
、
自
分
に
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
世
界
大
会
出
場
は
見
送

っ
た
が
、
日
本
一
の
防
衛
、

世
界
一
を
目
指
し
て
精
進
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

後藤育友会長（左から２人目）らと受賞者の皆さん

９
個
人
と
２
団
体
が
受
賞

【個 人】
村田礼英（経済４） ９カ月の海外生活から得た知見
近藤明里（法３） 自分の人生も彩り豊かにするためには

鴨田知昇（経営４） 準硬式野球部に所属して
～４年間の取り組み～

グエン ティ ゴック リン
（経営４）

現状維持より挑戦、ピンチはチャンス
～ベトナムと日本の架け橋に～

松岡颯太（経営４） 野球で成長した16年間
～そして摑んだ日本２位～

菊地聖奈（経営３）
私の故郷、北海道雄武町の活性化のために取
り組んでいること～空家活用のプロジェク
ト、そしていま雄武町のためにできること～

内山恵太（文３） 小さくてやさしいマルシェ『ちょいマル』

鈴木梨子（文１） デフリンピック金メダル獲得に向けて
～周りの人への感謝を忘れずに～

佐伯響子（ネット情報４） 私の存在意義　第２弾 ～ついに日本一へ～

【団 体】
フォーチュン映像製作

プロジェクト
代表＝村田彬（文３）

学生による地域情報テレビ番組の制作
～川崎・横浜CATV局「YOUテレビ」「かわス
キ ― 街歩き学生情報バラエティ」～

はくめいはくぼせい
【はけくれ】

代表＝石丸達也
（ネット情報４）

インタビュー集『生きかた見聞録』の制作
～自分らしく生きるとは何か～

専
用
ソ
フ
ト
を
用
い
て
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
木
村
さ
ん

　
前
期
に
寄
付
講
座
（
福
島
県
・
福

島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
推
進
機
構
）
を
受
講
し
、
福
島
県

の
産
業
や
教
育
、
復
興
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、
震
災

か
ら
10
年
が
た
っ
た
現
在
、
被
災
地

が
ど
の
よ
う
な
姿
な
の
か
を
自
分
の

目
で
確
か
め
て
み
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
寄
付
講
座
を
担
当

し
、
所
属
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員

で
あ
る
佐
藤
康
一
郎
教
授
か
ら
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
２
度
に
わ

た
っ
て
福
島
県
を
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
９
月
に
訪
れ
た
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
で
は
、
寄
付
講

座
で
学
ん
だ
東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
、
数
多
く
の
資
料
や
写
真
な
ど
を

通
し
て
知
覚
し
た
。
伝
承
館
が
立
地

す
る
双
葉
町
は
、
駅
は
新
し
く
整
備

さ
れ
て
い
た
が
、
周
辺
は
人
が
戻
っ

て
き
て
い
る
様
子
は
感
じ
ら
れ
ず
、

完
全
に
は
復
興
が
終
わ
っ
て
い
な
い

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
改
め

て
震
災
の
被
害
の
深
刻
さ
と
、
復
興

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

10
月
の
２
回
目
の
訪
問
で
は
、
ふ

た
ば
未
来
学
園
高
校
を
訪
問
し
た
。

専
修
大
学
と
教
育
交
流
提
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
同
校
で
、
探
究
活
動
の

場
と
し
て
学
年
ご
と
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス

復興の現状と課題を現地で学ぶ

福島の新たな教育の場

ペ
ー
ス
な
ど
校
舎
を
巡
り
、
学
び
に

対
す
る
新
し
い
取
り
組
み
を
体
感
し

た
。

　
高
校
で
は
珍
し
く
生
徒
が
主
体
と

な
っ
て
営
業
を
し
て
い
る
「
ｃ
ａ

ｆ
é
ふ
ぅ
」で
は
、運
営
を
担
当
し
て

い
る
生
徒
と
交
流
し
た
。

生
徒
た
ち
は
「
カ
フ
ェ
を

訪
れ
る
地
域
の
方
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

提
供
で
き
て
い
る
」
と
語

っ
て
い
た
。
カ
フ
ェ
の
営

業
を
通
し
て
、
経
営
学
を

実
践
的
に
学
び
な
が
ら
、

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
は
、
ふ
た
ば
未

来
学
園
高
校
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
福
島
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
、
道
の
駅
な
み
え
、
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
貴
重
な
話
を
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
。
今
回
の

福
島
県
訪
問
で
は
、
寄
付

講
座
で
学
ん
だ
内
容
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
現
地
の
様
子
を
自
分
の
目
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
先
も
福
島
県
と
の
関
わ
り
を
絶
や

さ
ず
、
被
災
地
の
復
興
や
新
た
な
取

り
組
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

大
島
日
向
子
さ
ん（
経
営
4
）、長
谷
川
さ
ん
、佐
藤

教
授
（
左
か
ら
）
と
「
ｃ
ａ
ｆ
é
ふ
ぅ
」
を
運
営

す
る
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
の
生
徒
た
ち

　
経
営
学
部
で
は
前
期
に
寄
付
講
座
（
福
島
県
・
福
島
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
）
を
開
講
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
福
島
県

浜
通
り
地
域
の
産
業
を
回
復
す
る
た
め
の
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
を
中
心
に
、

復
興
や
廃
炉
事
業
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
産
業
創
出
な
ど
に
つ

い
て
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
講
義
を
行
っ
た
。

経営学部・寄付講座

長
谷
川

麗
未
（
経
営
４
）

寄

稿

オーストラリア代表に
アナリストとして同行
バレーボール部

木村峻之さん（法４）

第
22
回
育
友
会
奨
励
賞


